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2008 年 5月 13日 建築研究所 斉藤大樹 
修正 平成 20年 5月 15日 

 
 

中国の耐震基準における地震力 
 

中国の耐震基準の変遷 

TJ11-74 (1974), TJ11-78 (1978), GBJ11-89 (1989), GB50011-2001 (2001) 

 

１．基準（GBJ11-89）の概要 
 

設計用地震力の算定に用いる加速度応答スペクトルは以下の通り。 

 
図１ 基準（GBJ11-89）における地震力 

 

ここに、 

αmax : 地震地域Ⅵ～Ⅸで、次の表からも求められる加速度値(G) 
 
比較的頻繁に発生する地震の場合 

 
極めて希に起きる地震の場合 

 
 
Tg : 地盤クラスⅠ～Ⅳによって、次の表から求められる周期(sec) 
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建物高さ方向の地震力の分布 
 

 
 
 
 
２．基準（GB50011-2001）の概要 
 

設計用地震力の算定に用いる加速度応答スペクトルは以下の通り。 

 
図 2 基準（GB50011-2001）における地震力 

 
ここに、 
η1, η2 : 減衰定数による補正係数（5%減衰のときはη1=0.02, η2 =1.0） 

 
γ: 減衰定数による補正係数（5%減衰のときは 0.9） 
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αmax : 地震地域Ⅵ～Ⅸで、次の表からも求められる加速度値(gal) 

 
 
Tg : 地盤クラスⅠ～Ⅳと耐震設計グループ 1～3によって、次の表から求められる周期(sec) 

 
 
高さ方向の地震力の分布 
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地震ゾーニングマップ 

 
図 3 地震ゾーニングマップ 

（建築研究所、大川主席研究監より提供） 

 
5月 12日に発生した地震の震源地は、地震ゾーンⅦに属する。
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３．算定例 

 
極めて稀に起きる地震について、地震ゾーン VI～IX の加速度応答スペクトルを比較した。

基準（GBJ11-89）と基準（GB50011-2001）で大きな違いはないので、基準（GB50011-2001）
を用いた。また、地盤に関わる周期 Tgは 0.4秒とした。 
 
点線は、日本の建築基準法（限界耐力計算）における、極めて稀に起きる地震動の加速度

応答スペクトルである。 
 
地震ゾーンによって地震力に差が大きく、ゾーン IXの地震力はゾーンVIの 5倍にもなる。 
また、ゾーン IXの地震力は短周期側で日本の地震力よりも大きい。 
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図 4 基準（GB50011-2001）における地震力と日本の地震力との比較 

 
 
 
5月 12日に地震が発生した地域はゾーンⅦであることから、およそ日本の地震力の半分程
度になる。地動加速度で 150gal～200gal程度と考えられる。 


